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狩野益雪筆《廣覺寺本堂杉戸絵》
―
福島における狩野派絵師の活動と作例
―
竹貫俊英
　
福島県古殿町の廣覺寺には、狩野益雪なる人物によって描かれた杉戸
絵が残っている。この絵師に関しては先行研究および作品が他に確認されていないため、狩野派地方絵師の新たな研究および代表 としてここで紹介した 。　
狩野益雪の生没年は不詳だが、この杉戸絵が描かれたのは、杉戸の裏
書により、文化六年八月である。廣覺寺本堂の再建が文化元年であることから、本堂再建の五 後に完成した とになる。その裏書には同時に「岩城家中
　
俗名鈴木正元
　
狩野柞葉軒益雪画」との記述がある。これ
により、益雪は岩城家の御用 師であったこと、俗名が鈴木正元であるということ 狩野の姓を受けた絵師であるとういう とが分かる。本堂に描かれた杉戸の画題別の画面は十一点、加えて天袋一点 庫裡にあった一点、及び須彌壇下の一点 計十四点が現存す 。その ち、須彌壇下の作品は他の作品と比べて筆致が異なる め、別人物の作品 考え、益雪の作品としては十三点とする。さらに益雪 作品とし 歴代住職の頂相四点を加える 、廣覺寺の所蔵する益雪 作品は十七点を数える。これらのうち杉戸絵の作品を画題別にそれぞれ見ていくことにす 。　
まず、 Ａの部屋に描かれた画題は二点、 《山水図》と《中国故事人物図》
である。 《山水図》はＬ字型に配置された杉戸に つ を描き 部
屋の角を巧みに利用している。右側の二面に険しい山を描き、余白を残さずに存在感のある風景を描 ている。山の上部からは滝が流れ落ち、その流れは画面中ほどで姿を消し、その下部には建物と人物二人が描かれている。Ａ
－
2には滝を見る人物が描かれている。人物や建物は細い
線で細かく描か ているが、山や樹木、岩肌に関しては、対照的に自然の力強さを表している だろうか、太い線で勢いよく描かれている。山と地面の表現は墨の濃淡 よって遠景 中 、近景とはっきり区別してみることができる。Ａ
－
3からＡ
－
6にかけては、Ａ
－
1，
2とは異な
り、穏やかな湖畔が広がっている。雲間から新しく連なる山脈 尾根が現われ 中ほどには漁師の家であろうか、大きな松と が描かれ、その横に建物と手前に網らしきものが 。入り江の部分には船が二艘泊まっている。川 架かる橋 上には杖をもつ老人とそ 従者と思われる童子が二人描かれている。Ａ
－
5には山脈とその下にはぽつん
と松が一本描かれ、中央の湖の対岸に見える山寺は、比較的大きな境内なのか、塔の周りに数軒の建物が描かれ、そ 右側に 幡の うなものが風になびいている。山寺よ 下 部分は霞 よっ 遮られ 近景の陸地に移り、陸地には柳が その柳の横 船が一艘描かれ 。この陸地はＡ
－
4の陸地と連続していて、二つの川の間に存在している
ことが分かる。
－
6の陸地にはＡ
－
3と同じ形の樹木が描かれ、その
奥に建物 一軒と、手前にもう 軒建つ建物は 湖に突き出すように建っており、その右には船 籠を乗せた漁師らしき人物が に漕ぎ出としている。この山水図を全体的 見ると、一見 てＡ
－
1，
2とＡ
－
3，
4，
5，
6の二部構成のように見えるが、それらはすべて連続して
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おり、Ａ
－
3，
4，
5，
6を正面から見たとき、Ａ
－
1，
2の力強い線
で構成された山水図が異質の雰囲気を醸し出している。Ａ
－
3，
4，
5，
6の湖畔の風景は、左右両端から流れ込む川が合流して出来た湖であろ
う。そこ は中央の陸地を挟むことによって対称的な構図になっている。この画題は《山水図》としているが、古来 り山水図の代表的な画題として用いられてきた「瀟湘八景図」の構図に似ている。しかし、八つの画題構成のうち「瀟湘夜雨」 「洞底秋月」 「平沙落雁」 「江天暮雪」の描写が見られないため、 おくのが妥当であろう。　
次に《中国故事人物図》であるが、この絵はＡの部屋の《山水図》の
対面にある押入れの戸 二面に描かれている。裏には墨書のみ 何も描かれていない。一面に人物が一人ずつ描かれているが、こ 二人は全く異なる容姿をしている。Ａ
－
7の方の人物は識者であろうか、飾り気の
無い質素な着物 着 人物 顔は丁寧に 髪を結 髭を蓄え唇には赤い著色が残る。着物にも著色 見られるが、白衣 白と襟、袖口、衽の部分が薄墨で塗られている みで、比較的地味な色合いである。対してＡ
－
8には馬、もしくはロバに乗る人物が描かれ、人物はＡ
－
7の人物を見下ろすように描かれている。ちなみにこの人物の画面は、
全画面中最も彩色が多く用 ら 人 のかぶっている帽子の生地は薄く、頭部が透けて見えて 。顔にはうっす と赤 著色が残り、この人物も髪を結い髭を蓄えて る。右手には短い棒の先に布 ようなものが付いた鞭らしき物を持ち、左手は手綱を握って る。馬 は立派な鞍や装飾がなされ、明らかに地位の高い人物であることが分か 。それぞれの足元は雪に埋もれており、雪山 表現が見て取れる。画題はお
そらく中国の故事から引用した部分を描いたものだと思われる。雪の中でロバに乗る人物を描いたものと考えるならば、東坡騎驢図と考えられ、実際、狩野派の絵師でこの画題を描いてい 作品は数多い。しかし、元信や他の狩野派絵師の東坡騎驢図を見る 、蘇東坡は網代のような笠を被っている だが、こ 人物はそ ようなものを被っていないし、さらに多くは対話という構図ではなく、一人ロバに乗る構図が かれている。ではいったい何の場面を描いたものなのか。依頼者である住職の嗜好が反映され、好んでいた故事の場面を描いた もしれな 。ここでは暫定的に《中国故事人物図》としておき い。　
そしてこの画面には落款があることも付け加えておく。ちなみに落款
は全部で三か所、 この《中国故事人物図》と《龍と降龍羅漢図》及び《群鶴図》の中にある（図Ａ
－
8落款） （図Ｄ
－
5落款） （図Ｆ
－
8落款） 。
すべて同じで署名が「益雪画」 、印が「狩野」 （朱文瓢印）である。　
Ｂの部屋は《芦雁図》と《桜図》である。 《芦雁図》は狩野派に限らず、
日本絵画とし 室中を挟んで対称に位置する《群鶴図》と並び、花鳥画として代表的な画題である。画面 は計五羽の雁 描かれている。画面の上部には雲が直線的に描かれ、この雲 段々と下がりながら連続して描かれている。まっ ぐ伸びる葦には緑色の著色が残る。Ｂ
－
2の画面
には、ほとんどの雁が茶色い真雁の色だが、一羽のみ真白の雁が描かれていて、手前の雁に隠れるようにして、その姿を小さく縮めている。秋から冬にかけて渡ってくる 、冬枯れした葦 傍ら 降り立ち集まという季節感を描いたものとして親しまれてき 画題である。この《芦雁図》もその例 漏れず、冬 閑散とした川辺の様子 背景に描かれて
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いる。そして、全画面にわたって描かれた直線的な雲の表現は、より一層秋冬の寒々 く澄んだ空気を表し いるように思える。　《桜図》は最も大きな画面の四つのうちのひとつに描かれ、桜の幹は上から押しつぶしたような、とても写実的とは えない不 議な形をしている。Ｓ字の曲線を描くその幹は、画面上部ギリギリまで伸び、霞によっ 上部二十センチほどのところは消えており、全体像を描ききれていない。桜の花は画面 外からわずかに顔を出す程度で、その全体像は見る者の想像に委ねられているようでもある。花弁は一枚ずつ丁寧にかれ、すべて五枚で一輪を形成している。根のそばには新たな桜の木が育ち、満開の桜と相まって、春の訪れを強く意識させる。　Ｃの部屋には対面する形で《竹図》と《梅図》が、共に二面ずつ描か
れている。それぞれ《 図》や後述する《松図》とは異なり 比較的簡素に描かれている。 《竹図》は二本 太い竹と三本 細い竹、葉 上部の大きな塊と竹の周りに細い枝葉が描かれており、太 竹は節の部分のみ墨で縁取られているが 筒の部分は薄墨の濃淡によって描 れている。竹の葉はそれぞれ墨の濃淡によって描き分けられ、大きく った余白は、やはり探幽様式の空間を学んだものと見てとれる。　
対面する《梅図》もやはり同じように余白を大きくとった空間構成を
とっており、 《竹図》との調和をねらったものであると容易に想像でき 。梅の木は決して太くは無いが、古木の風を感じさせ 。幹 右 弧を描きながら、根元から伸びる枝は、幹と交差す よう 左に弧を描き、お互いにその存在感を際立たせている。木の全体には薄っすら茶色 著色が残り、梅の花の輪郭が黒で縁取られ、花び が白く染めら いる。
　
Ｄの室中には《虎と伏虎羅漢図》と《龍と降龍羅漢図》が向かい合っ
て大きな画面を展開している。 《虎と伏虎羅漢図》は、強風の中、力強く立つ虎の姿と、十八羅漢の一人とされる が大きく描かれている。虎の構図に関していうならば、爪を立てて立つその姿は、大きな猫のようにも見える。そ 顔が大きな体躯に似合わない小さな顔で描かれ、尾は蛇のようにうねりながら、体よりも長い部分が不自然な印象を受ける。強風を表現するためのものだと思われ その尻尾は、強風に煽られて上向きに押し上げられている。画面中央には下部に荒れる海あるいは川を描き、そこには背中に子どもを乗せた虎が、荒れる波間を泳いで渡る場面が かれてい 子どもの虎は背中の上で丸くなり、必死にしがみつ ている。子どもを背負う虎は、波間から体を半分ほど出し、顔は斜め上を見上げてい その上 はとぐろを巻くような風の表現が描かれており、波の筋は下向きの線と 向きの線を交互に使い分け現している。さらに、とぐろを巻く風の中心部分 波が岩に当る場所には、墨の飛沫が多く飛ばされており、これ よって風と 荒々しさ強調している。そして、波飛沫の墨は濃いままだが、風 部分 用いいる墨の飛沫は薄めたものを用い など、多少と 変化がつけられている。Ｃ
－
4には虎の目線の先にいる伏虎羅漢が岸壁の上に座している姿
が描かれている。伏虎羅漢の目線は虎の方を向き 右手を膝に置き、左手を渡ってくる虎に差し伸べるような格好をしており、その表情 なしか微笑んでいるよう 見える。羅漢の着る衣 は所々楕円形 模様描かれていて、目と爪の部分に白 著色が施されて 。全体に余すところなく描 れたこの作品は、 《竹図》や《梅図》と異なり、力強さを
一〇〇
前面に出した絵画になっている。　《虎と伏虎羅漢図》の対面に描かれているこの絵画は、黒雲渦巻く天空から現れる雲龍と、十八羅漢の一人降龍羅漢が描かれている。黒雲の渦の中心と左下の部分から龍の鋭い爪が現れている。黒雲には《虎と伏虎羅漢図》にみら 墨の飛沫による表現 用いられている。Ｄ
－
6に
は黒雲から姿を現す龍の顔が描 れ、その顔は口を大きく開き、髭と角は鋭利な刃物のよう 鋭く伸び、長髭は前方に蛇 ように伸び虎と同じように、目の周りと舌 部分に赤い著色が残る。首から胴体にかけて細く、顔の下 腹の部分が見える。その腹の下に 体の一部、おそらくは脚の部分と思われる箇所が描かれている。顔の前にはもう一本の腕と鋭い爪が三本描かれ、画面左下にはもう一本の脚と胴体が描かれており、この画面に龍の体のほとんどが描かれている。左 移 と黒雲は次第に消え、変わり 白雲が現 空が見える。画面 下には龍尾が描か 、三面に渡っ 描かれた龍 大きさ 示 。Ｄ
－
8には、そ
の咆哮する龍を睨むように降龍羅漢が岩山の上に座してい 手には錫杖を持ち、左の膝 立てている。羅漢 いる場所はかなり高 ところであるということを表すためか、雲は岩山 羅漢の後ろに描かれ岩肌は羅漢とは対照的に太い線で硬く、そして空に突き出すれている。この作品は龍の力強さを押し出すよう 描かれ、黒雲がよ龍の禍々しさを強調している。この絵の落款のみ他の二か所 落款 異なり画面の右下に書かれている。　
Ｅの部屋には《山水図》と天袋に《山水・人物図》が描かれている。 《山
水図》は、Ａの部屋と同じＬ字型 画面で構成され いる。Ｅ
－
1には
Ｅ
－
2に繋がる断崖絶壁の山道が描かれ、その横には急斜面の山肌が描
かれている。山肌は勢いのある線で険しく描かれ、茶色の著色がなされているが、上部はうっすらと緑の著色が残り、草の生い茂ったなだらかな場所であることが見てとれる。樵夫は肩に刈 取った木の枝を両端に付けた棒を掛け、杖の変わりのような棒を持ち、上空を見上げ微笑んでいる。樵夫の目線の先にはＥ
－
3に描かれた一羽の鳥の姿がある。Ｅ
－
3には樵夫の目線の先にある鳥が悠々と空を飛んでいる様子が描かれて
いる。その鳥の目線 先には 止まり木となるのか、樹木 三本真っ直ぐに伸びている。樵夫から鳥、鳥から樹木へ 連続的な構図になっていることが見てとれ Ｅ
－
4の下部には突如川が現れ、岩の後ろから岩
に沿うよう し 再び画面左へ流れていく。Ｅ
－
5になると川はＳ字を
描き、緩やかに隣の画面へ流れていく。平地の川岸には所々に岩が隆起し、その上部にはＥ
－
2からＥ
－
4まで描かれた斜面の対岸にあたる斜
面が描かれている。その斜面の上には松が二本、そし 画面上部に それまで描かれていた雲と 異なり、霞 よう ものが表現され、彩色は一切なされていない。松は霞によっ 一部隠れて描 最後の画面であるＥ
－
6に至って川は手前に消え、川岸と斜面、そして上部の
大部分を霞が占め、次第に消えるよう 画面が終わっている。全体をみると目立つのはやはり樵夫と鳥であり、 れらは右から左への連続した構図によって動きがはっきりと伝わってくる。　《山水・人物図》に関しては珍しいことに、この天袋の戸もまた杉戸である。Ｅ
－
7には遠景の雪山と近景に民家が描かれている。Ｅ
－
8に
は中央に網を干しているのか、何らかの作業をする人物 、右側にその
一〇一
人物の家と思われる家の屋根が描かれている。Ｅ
－
9には葉を落とした
柳と、そ 上を飛ぶ鳥が五羽描かれている。Ｅ
－
10には画面左に山寺と、
その山寺に至る山道の途中にある滝に架かる橋を渡 人物が描かれている。共通性はあまり見いだせないが、それぞれ静かで落ち着きのある風景が描かれている。これらの作品は、 瀟湘八景のなかの「江天暮雪」 、 「漁村夕照」 、 「平沙落雁」 、 「烟寺晩鐘」の画題と捉えることもで る。　
Ｆの部屋には 《松図》 と、 先に紹介した 《群鶴図》 が描かれている。 《松
図》は《桜図》とは違い、画面の中に可能な限り松 全体像を入 ようと描かれている。松の幹は大きくうね まるで生き物 ような形をしている。松の根元は山のように描かれ 狩野派 特徴を示し 幹 は蔦が絡まり、さらに先へと続く。松の皮は細かく描くことはせずにと分かるように幹の上下にのみ描かれている。画面上半分に 幹の先端と横に伸び 枝、そこから出る松の葉が所狭し 描 れている。このはかなり剪定された松であることが枝切りの多さから かがい知れるとから、単なる松ではなく、人 手の入るこ 場所 あ 松なであろう。松の葉の表現 非常に簡素であ が、まとめ で 無 、ひとつひとつ丁寧に描かれている。松の葉 緑色 顔料は 制作当時 比べる かなり鮮やかさが落ちたと思われるが、かえってそれが落ち着いた雰囲気を醸し出している。　《群鶴図》には計六羽の鶴が描かれている。Ｆ
－
5の鶴は、体と尾羽
は白く、首と風切羽は黒、くちばしと脚は黒褐色 頭部が赤で塗られているため、この鶴はタンチョウヅルであることが分か Ｆ
－
6には二
羽の内、手前の鶴がタンチョウヅルである 、後ろの鶴は ちばしと脚
は淡紅色、目の周りは赤く塗られ、体と羽は黒褐色、風切羽は白であるが、おそらくはマナヅルを描いたものだと思われる。手前のタンチョウヅルは上空に向かって口を開き鳴 ている。その先にはＦ
－
7の鶴がお
り、 《芦雁図》のなかの構図と同じような呼応する二羽が描かれている。Ｆ
－
7の上空の鶴は、踵を返すようにＦ
－
6の鶴を見やり、大きく口を
あけている。翼を広げ呼応する姿は《芦雁図》に見た構図 同じである。下部には湖の波と植物が描かれている。全体の構図としてはやはり《芦雁図》と似た感じである。明ら に違うといえば、空にはうっすら 雲の表現があるが、 《芦雁図》の雲とは異なり、どちらかと うと冬の陽気を表現したように温かい印象を受ける。鶴は濃淡を使い分けて まく描かれているが、脚の部分は太めの筆を用いて一本の線で描かれているので、多少硬 印象を受けるが、しっかりと脚の模様が描かれて て、細かい表現もなされている。　
これら本堂に描かれた作品に加えて、庫裡に描かれたとされる《蘇鉄
図》がある。この杉戸が本来あった場所 立て直す以前 庫裡、つまり本堂と同時期に建てら た庫裡の部屋に押し入れの戸として め れていたものであった 庫裡を建 替える際にこの杉戸を外して保管しいたらしく、当初は囲炉裏が置 、住職 居室 あったらしい。おそらく、その囲炉裏 煙によって燻されたのであろう 画面全体が黒ずんでおり、下半分は損傷が酷い。Ｇ
－
1には小さめの蘇鉄が一本描かれて
いる。その蘇鉄の右下には花 描かれ おり、花 種類は判然と なが、中心が赤く花びらが白で塗られている。Ｇ
－
2には大きな蘇鉄が一
本と小さな蘇鉄が一本描かれている。二面の蘇鉄とも 葉 部分 茶色
一〇二
っぽい色に見える。本堂にあるほかの作品と比較しても、汚れは酷いものの、筆致や描き方の表現をみると、同一の絵師によっ 描かれたことが明らかになる。　
以上が廣覺寺に現存する益雪による杉戸絵の作品だが、益雪の人物像
に関しても考えてみたい 岩城家の家臣として絵筆を振るっていたことを考えると、文化六年当時岩城家は出羽亀田藩の藩主であったため、秋田県の絵師であった可能性が高 。で 誰に師事したのかというこ だが、 「益雪」という名か 考えるに、 「益」の字 一字拝領したものなら「益」の字を使用していた狩野洞雲益信を祖とする表絵師筆頭の駿河台狩野に学んだ可能性があげられる。時代的 は、おそらく狩野洞春美信（一七四七～一七九七）の門人であったと考えられる。そしてもう一つ、益雪の制作活動において門人 いた可能性を示唆しておきたい それは須彌壇下 はめ板 描かれた《麒麟図》 （図Ｃ
－
3，
4，
5）の存在で
ある。この《麒麟図》の筆致が他の作品 異なること ら、 《麒麟図》のみ門人が描いたか、あるいは全く別人 描いた可能性があるが、麒麟の描き方が典型的な狩野派の画風によるものなので、やはり益雪に近い狩野派絵師の手によるも だと考えられる。杉戸絵 量を考えるな ば、門人がいた可能性は高いと思われる。ではなぜ岩城家の御用絵師に依頼したのかは、竹貫一族が岩城家の家臣 して代々仕えていた 考えるならば、そ 菩提寺である廣覺寺の再建に伴う絵師への依頼と ことができる。寺自体が岩城家との関係を持っていたとなると、岩城家が過去の竹貫家の功績を考慮して、菩提寺の再建の折に絵師を出向させたとも考えられるが、確証はな 。
　
以上のことが今回得られた情報を基に考えうる杉戸絵の見解と益雪の
人物像である。これらの資料だけでは益雪という人物を決定づける確証を得ることはほとんど出来なかったが、杉戸絵による大画面構成という点に価値があろう。
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番　号 作者名 作品名 材質技法 法　　　量 所蔵
A－ 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 狩野益雪 山水図 板戸墨画
A－ 1 , 2 　各162.0×76.4cm　× 2面
A－ 3 ～ 6 　各162.0×81.0cm　× 4面
廣覺寺
A－ 7 , 8 狩野益雪 中国故事人物図 板戸着色 各162.0×76.6cm　× 2面 廣覺寺
B－ 1 , 2 , 3 , 4 狩野益雪 芦雁図 板戸着色 各162.0×80.8cm　× 4面 廣覺寺
B－ 5 , 6 , 7 , 8 狩野益雪 桜図 板戸着色 各162.0×126.2cm　× 4面 廣覺寺
C－ 1 , 2 狩野益雪 竹図 板戸墨画淡彩 各162.0×76.4cm　× 2面 廣覺寺
C－ 3 , 4 , 5 狩野派 麒麟図 板絵着色 各73.0×203.0cm　× 3面 廣覺寺
C－ 6 , 7 狩野益雪 梅図 板戸墨画淡彩 各162.0×76.4cm　× 2面 廣覺寺
D－ 1 , 2 , 3 , 4 狩野益雪 虎と伏虎羅漢図 板戸墨画淡彩 各162.0×126.2cm　× 4面 廣覺寺
D－ 5 , 6 , 7 , 8 狩野益雪 龍と降龍羅漢図 板戸墨画淡彩 各162.0×162.2cm　× 4面 廣覺寺
E－ 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 狩野益雪 山水図 板戸墨画淡彩
E－ 1 ～ 4 　各162.0×81.0cm　× 4面
E－ 5 , 6 　各162.0×76.6× 2 面
廣覺寺
E－ 7 , 8 , 9 , 1 0 狩野益雪 山水・人物図 板戸天袋墨画 各22.4×39.7cm　× 4面 廣覺寺
F－ 1 , 2 , 3 , 4 狩野益雪 松図 板戸着色 各162.0×162.2cm　× 4面 廣覺寺
F－ 5 , 6 , 7 , 8 狩野益雪 群鶴図 板戸着色 各162.0×81.0cm　× 4面 廣覺寺
G－ 1 , 2 , 狩野益雪 蘇鉄図 板戸墨画淡彩 各162.0×76.8cm　× 2面 廣覺寺
材質・寸法
